























































































































































































平均 　 標準偏差 平均 　 標準偏差
年齢 19.8 ± 1.3 20-29 　
身長（cm）*1 158.2 ± 5.2 157.7 ± 5.5
体重（kg）*1 52.0 ± 6.9 51.9 ± 9.2
BMI（kg/m2）*1 20.8 ± 2.4 20.8 ± 3.39
理想体重（kg）*2 47.4 ± 4.9 47.6 　
理想BMI（kg/m2）*2 18.9 ± 1.5 19.0 　
やせの者（BMI＜18.5kg/m2）（％）*1 13.2 　 21.9 　
普通体重の者（18.5≦BMI＜25.0kg/m2）（％）*1 82.0 　 68.0 　






























































































































































































































































変数 平均±標準偏差 最小値 最大値
全因子合計点 51.36±8.39 30 76
第Ⅰ因子　早食い 15.24±5.25 6 24
第Ⅱ因子　過食・代理摂食 13.62±3.05 5 20
第Ⅲ因子　味の嗜好 7.04±2.32 3 12
第Ⅳ因子　リズム異常 5.03±1.91 2 8
第Ⅴ因子　低カロリー 食 4.15±1.62 2 8
第Ⅵ因子　軽食 6.27±2.14 3 12
（18） 内海貴子・西浦和樹
　その結果、本尺度は、「早食い」「過食・代理
摂食」「味の好み」「リズム異常」「低カロリー食」
「軽食」の6因子23項目で構成され、摂食障害お
よび肥満症の食行動異常を包括的に捉えた尺度
であることが確認された。
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